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東日本大震災復興支援プロジェクト　
第 2３回活動報告

　

今
年
度
２
回
目
（
通
算
23
回
目
）

と
な
る
活
動
を
５
月
25
日
、
職
員
５

人
が
参
加
し
て
、
宮
城
県
東
松
島
市

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、市
立
野
蒜
小
学
校（
仮

設
校
舎
）
周
辺
の
美
化
活
動
に
取
り

組
み
、
機
械
を
使
っ
た
草
刈
り
な
ど

で
汗
を
流
し
た
ほ
か
、
鶴
岡
の
味
覚

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
当
日
朝

に
収
穫
し
た
孟
宗
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

震
災
当
時
、
小
学
校
の
体
育
館
は

地
区
住
民
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
大
地
震
発
生
直
後
に
は
多

く
の
住
民
が
安
全
を
求
め
て
避
難
し

て
来
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
も
大
津
波

が
押
し
寄
せ
、
逃
げ
場
を
失
っ
た
多

く
の
人
達
が
体
育
館
の
中
で
犠
牲
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
方
に
お
話
を
伺
う
と
「
校

庭
の
遺
体
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
な
ど

現
実
と
は
思
え
な
い
体
験
を
お
聞
き

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
小
学
校
は
遺

体
の
仮
安
置
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、

１
０
０
人
を
超
え
る
住
民
の
遺
体
が

運
び
込
ま
れ
る
と
い
う
、
東
松
島
市

の
方
々
に
と
っ
て
は
特
別
な
場
所
。

校
舎
正
面
に
掛
け
ら
れ
た
壁
時
計
は
、

津
波
が
到
達
し
た
午
後
３
時
52
分
で

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
野
蒜
小
学
校
。

仮
設
校
舎
を
訪
れ
、
美
化
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

高
台
へ
の
集
団
移
転
計
画
に
沿
っ
て
、
近
隣
の
山
を

開
拓
す
る
工
事
も
あ
ち
こ
ち
で
進
ん
で
い
ま
す
。

今
も
止
ま
っ
た
ま
ま
で
す
。
児
童
達

は
仮
設
校
舎
で
明
る
く
生
活
し
て
い

ま
す
が
、
惨
劇
で
目
に
し
た
光
景
や

悲
鳴
、
轟
音
は
、
今
も
頭
か
ら
離
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

仮
設
校
舎
の
周
辺
は
、
児
童
達
に

寄
り
添
う
よ
う
に
、
色
と
り
ど
り
の

花
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
】
鈴
木
大
亮
（
総
合
戦
略
室
）、
佐

藤
浩
市
（
経
理
シ
ス
テ
ム
課
）、福
原
英
喜
（
農

業
支
援
室
）、
大
川
文
也
（
大
泉
支
所
）、
阿

部
真
（
北
支
所
）

【
次
回
予
定
】
６
月
23
日
（
日
）：
宮
城
県
東

松
島
市
。
内
容
は
未
定
で
す
。

刈り取った雑草を前に、したり顔の参加者。

の
び
る


